
　社会保障政策と労働政策については、それぞれの施策ごとのきめ細かい対応に加え、それらを一体
的にどのように進めていくかという視点が重要です。政策統括官室は、このような観点から、厚生労
働行政が目指す将来の姿を総合的に考える役割を負っています。

（社会保障担当参事官室）
　少子高齢化が進んでいく中で、どうやったら
将来にわたって信頼される「社会保障制度」を
作っていくことができるでしょうか？年金、医
療、介護、子育てなどの社会保障の全体像につ
いて総合的に考えていく中で、数理職員は、そ
の定量的な分析の中心役を担っています。最近
の行政では、きちんとした分析やエビデンスに
基づいた議論が当然のように求められ、まさに
数理的な能力が必要とされる時代だといえるで
しょう。
　また、社会保障にとって切り離すことのできな
い、将来人口推計などにも数理職員は直接関わり
ます。
　数理職員は、人口と社会保障という厚生労働省の大きな分野をまとめるという、非常に大きな役割
を担っています。

（労働政策担当参事官室）
　ここでは、仕事と生活の調和（ワークラ
イフバランス）の推進など、総合的な労働
政策の取りまとめを行っています。また、
社会経済構造の変化に対応するため、労働
経済情勢についての分析・検討や労働経済
白書などの作成を行っています。
　数理職員は、データの変動についての寄
与度分解や回帰分析など様々な分析によ
り、そのままの統計データからでは見えて
こない社会経済の動きを明らかにすること
を任されています。例えば、景気と高卒新
規学卒者の採用状況との相関を示す右図で
は、1990年代に比べ2000年代の方が新規学
卒者の就職は経済情勢悪化の影響を受けや
すくなったことが分かります。

６．政策統括官
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